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同
窓
会
員
の
皆
様

ヘ

同
宏い△ム長
　
森

　
田

奮へ松陵我が健児

同
窓
会
活
動
の
改
革
を
行
い

ま
し
た
。　
一
つ
は

「若
手
同
窓

会
員
を
対
象
と
し
た
同
窓
会
活

動
参
加
促
進
事
業
」
で
す
。
若

手
同
窓
会
員
の
参
加
が
極
め
て

少
な
い
と
い
う
状
況
が
今
後
も

続
け
ば
、
同
窓
会
の
永
続
性
に

大
き
く
影
響
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
か
ら
創
設
し

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
々
ヘ

の
周
知
等
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
各
支
部
の
活
動
活
発
化
に

向
け
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

二
つ
目
は

「松
陵
」
の
発
行

部
数
で
す
。
何
度
か
こ
の
紙
面

で
、
同
窓
会
費
の
右
肩
下
が
り

の
納
入
状
況
が
続

い
て
い
け

ば
、
同
窓
生
全
員

へ
の
配
布
と

い
う
伝
統
が
守
れ
な
く
な
る
と

発
信
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

の

「松
陵
」
か
ら
発
行
部
数
を

大
幅
に
少
な
く
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
具
体
的

な
内
容
等
は
次
の
ベ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
同
窓
生
の
来
賓
制

度
で
す
。
今
年
９
月
の
総
会
か

ら
、
先
輩
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う

考
え
方
で
松
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら

順
に
座

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
入
会
式
は
４‐

期
が
担
当
し
、
船
山
富
雄
氏
の

進
行
で
八
代
保
氏
が
激
励
の
あ

い
さ

つ
を

し
ま
し
た
。
男
子
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新

一
郎
（４０
期
）

１
１
２
名
、
女
子
１
２
１
名
の
合
計

２
３
３
名
の
皆
さ
ん
を
同
窓
会
に
お

迎
え
し
ま
し
た
。

硬
式
野
球
は
秋
の
県
大
会
で
ベ
ス

ト
４
に
な
り
ま
し
た
。
力
も
あ
り
、
か

つ
制
球
力
に
も
優
れ
た
二
枚
看
板
が

揃
い
、
冬
期
間
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
も

よ
り
ま
す
が
、
来
年
の
夏
に
向
け
大

き
な
夢
と
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
生
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◎日時 平 成30年 1月20日ω

講演会 午 後4時

議自研 東北大学医学部臨床教授

藤井 昌 彦 氏(47期)

演題 「認知症は怖くない」

懇親会 午 後5時

◎会場| プラザ都|(能代市柳町)

電話(0185)54-2244

◎会費 4,000円 (当日持参)
※当番幹事は47期 ,57期で帆
参加申し込みは同窓会事務局または各
期幹事へ連絡してください。
同窓会事務局(能代高校内)

電話(0185)54-2230
FAX(0185)54-2231

校長 京

動 健 歌 出 た な 生 る で 化 の し 出 東 県 他  取 め
い 児
｀
席
°
期 の 熱 す な 方 て 席 京 庁

｀
さ りた

感 が援 は しき高 す と文 生 席 に に にの  に

夫
翔
久
惚

同
窓
生
の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら
母

校
に
対
し
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

も
本
校
同
窓
生
で
あ
り
、
昭
和
５２
年
３

月
卒
業
の
４７
期
生
で
す
。
今
年
度
か
ら

伝
統
あ
る
母
校
に
着
任
し
、
大
変
な
名

誉
と
と
も
に
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
「至
誠
力
行
」
の
精
神
で
頑
張

っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

ぐ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
で
は
９
月
に
７０
回
目
と
な
る
伝

統
の
十
里
強
歩
大
会
が
多
く
の
皆
様
方

の
ご
協
力
の
お
陰
で
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
現
在
３
年
生
の
多
く
が
、
大
学

進
学
に
向
け
て
必
死
に
受
験
勉
強
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
２
年
生
も
１０
月
に
広

島

・
奈
良

・
京
都

・
大
阪
方
面
の
修
学

旅
行
を
終
え
、
本
格
的
に
受
験
体
制
Ｌ
を

入
り
ま
し
た
。
１
年
生
は
今
年
か
ら
始
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ン
ヽ
熙
ン
察
一ン
≡容
！終
本
輪
ン

同
窓
会
総
会
は
か
つ
て
創
立

記
念
日
だ

っ
た
９
月
２３
日

（土
）

に
行
わ
れ
た
。
今
は
２２
日
が
創

立
記
念
日
と
な

っ
て
い
る
。

例
年
は
総
会
開
催
時
に
は
出

席
者
が
少
な
く
懇
親
会
に
な

っ

て
か
ら
満
席
と
な
る
の
だ
が
、

今
年
は
総
会
開
催
時
か
ら
出
席

予
定
者
７２
名
中
６０
名
が
出
席
。

当
番
幹
事
畠
貞

一
郎
氏

（４７
期
）

の
司
会
で
進
行
し
た
。

開
会
に
先
立

っ
て
同
窓
会
員

の
中
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
を
追
悼
し
て
黙
祷
。
森

田
新

一
郎
同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

の
あ
と
議
事
に
入

っ
た
。
議
長

は
恒
例
に
よ
り
森
田
会
長
が
務

め
た
。
会
務
報
告
、
△バ
計
報
告
、

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

２９
年
度
予
算
案
と
新
事
業

「若
手
同
窓
会
員
を
対
象
と
し

た
同
窓
会
活
動
参
加
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
は

一
括
し
て
審

議
。
（内
容
は
こ
の
ベ
ー
ジ
下
段

に
記
載
）

質
問
は
２
件
、
１
件
目
は
予

算
案
に

「運
営
資
金
繰
入
」
と

「運
営
資
金
繰
戻
」
を
設
け
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
の
質
問
。
会

計
年
度
は
９
月
か
ら
だ
が
、
会

費
が
振
り
込
ま
れ
る
の
は
１２
月

か
ら
３
月
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ

に
対
し
て
支
出
は
９
月
か
ら
始

ま
る
の
で
、
基
金
か
ら
運
営
資

金
を
繰
り
入
れ
し
て
事
業
を
実

施
し
、
会
費
が
集
ま

っ
た
時
点

に
繰
り
戻
し
し
て
い
る
実
情
を

説
明
し
て
理
解
を
得
た
。

２
件
目
は
、
「新
事
業
で
補
助

す
る
会
費
が
年
会
費
だ
け
な
の

か
そ
れ
と
も
年
会
費
と
懇
親
会

費
の
両
方
を
指
す
の
か
」
と
い

う
質
問
。
「懇
親
会
費
」
と
明
記

す
る
こ
と
で
理
解
を
得
て
予
算

案
・事
業
案
が
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て

「グ

ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
基
金
会
計
」
に
つ
い
て
提

案
し
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
Ａ
Ｒ

Ｄ
Ｆ
世
界
大
会
参
加
報
告
が
引

率
し
た
無
線
部
顧
間
の
鈴
木
道

生
教
諭
か
ら
説
明
が
あ
り
総
会

を
終
了
し
た
。

ン析
！４
祝
賀
会

新
年
祝
賀
会
は
１
月
２‐
日

（土
）
に
プ
ラ
ザ
都
で
午
後
４
時

か
ら
謡
演
会
、
５
時
か
ら
新
年

会
が
行
わ
れ
た
。

講
演

は

「現

在

の
米

の
需
給

に
つ
い

て
」
と

題
し
て

菅
原
恒

（２８
～
２９
年
度
）

満

（‐５
期
）

仁
　
純

（２５
期
）

新

一
郎

（４０
期
）

寛
　
彦

（３７
期
）

達
　
行

（３９
期
）

俊
　
英

（４７
期
）

牧
　
子

（４８
期
）

百
ｂ
　
子

（４２
期
）

監    富 」会  顧

査 〃
″
奎長 間昌

景
泉
雷盤雷曾]察雪

伊 須 大 太 小 高
事
中 工

勢 磨 塚 日 林 橋
務
嶋 藤

〈

財
務
部

広
報
部

校
　
内

″

△
蚕
　
計

敏
　
弘

（４２
期
）

日
　
士
口
（５‐
期
）

局
　
〉
宏

（３２
期
）

勝
　
平

（３３
期
）

研

（５０
期
）

孝
　
辛

（５７
期
）

知
　
里

（７２
期
）

奈
結
子

着手同窓会員を対象とした同窓会活動参加促進事業について
‐‐‐■■‐■■_    ‐ 塙窓桑  森 田新一郎

今回から「松陵」の発行部数を約半分にしました。伝統的に同窓会費の

納入有無に関わらず同窓生全員に発送してきましたが、同窓会入会後

15年未満の方々、同窓会本部や支部の総会等へ出席された方々、本部や

支部の会費を納入されている方々、様々な事業への寄付に協力してくれ

た方々などに曝って発送することといたしました。

こうして生み出された財源を活用し、今年の同窓会本部総会で標記事

業を創設しました。毎年、卒業生の「同窓会への入会式」を行つています

が、その後の同窓会との接点がほとんどなく、本部や支部の総会等へも

若手同窓会員の出席がほとんどないのが現状です。今後もこの状況が続

けば同窓会活動の永続性に大きく影響していくのではないかと懸念し、

若い段階から同窓会の雰囲気等を体験できるようにしたものです。

具体的には、同窓会へ入会後10年間に2回まで、本部や支部の総会等

における懇親会費の全額を本部の事業として支援するものです。今年度

(平成30年 8月 末まで)は、第87期生 (平成29年3月卒業)から第78期生

(平成20年3月卒業)までが対象です。原則として総会等の終了後、総会

等の開催案内文と卒業した期がわかる出席者名簿を添えて、能代高校内

の同窓会事務局に申請していただければ支部に送付します。

よろしくご理解いただきますようお願い申し上げます。

事務局からのお願い

同窓会年会費 とグロ
ーバル人材育成基金の

ご寄付をコンビニで も

納入できるようにいた

しました。その関係か

ら、 同窓 会 年 会 費 は

2000円 、グローバル人

材 育 成 基 金 は1000円

と、それぞれの納入用紙

に 1日 分の金額を印刷

しております。複数回の

ご入金をいただける場

合や住所等を変更され
る場合は、金額欄等を訂
正のうえ、コンビニでは

なく郵便局からご納入
いただきますようお願
いいたします。
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同窓会会計報告
□平成28年度分
(平成28年9月1日から平成29年8月31日まで)

I.経 常費

収入の部

□ 平成29年 度分 同窓会経常費予算

(1)収 入

□平成28年度グ回―バル人材育成基金会計 (平成29年8月31日現在)

収入の部          支 出の部

[収入総額]2,538,132-[支 出総額]725,597=[残 高]1,812,535(次 年度繰越金)

1 繰 越 金 745,193 745,193 0

2 入 会 金 1,684,800 1)677,600 △ 7、200 7,200円 ×233名

会   費 1,700,000 1ぅ704,000 4,000

4 寄 付 金 0 0

5 運営資金繰入 1,000,000 1,000,000 0
基金4(秋田銀行普通)
から繰り入れ

6 そ の 他 7 20、675 20,668 預金利息、雑収入

合  計 5,130,000 5,147,468 17,468

l 繰 越 金 505,723 745,193 塗ゝ 239,470

2 入 会 金 1,641,600 1,684,800 塗ゝ 43,200 7,200円×228名

会   費 1,700,000 1,700,000 2)000円 ×850名

寄 付 金 0

5 運営資金繰入 1,000,000 1,000,000
基金4(秋田銀行普

通)から繰 り入れ

そ の 他 677 7 670 預金利息等

合  計 4,848,000 5,130,000 △ 282,000

支出の部

1 会 議  費 300,000 173,266 △ 126,734 各支部総会出席費用等

2 慶 弔  費 10、000 23,952 13,952 献花、弔電

3 卒業関係費 100、000 95‐536 △ 4、464 入会記念品

通信印用J費 21100,000 2,238,049 138(049
会報印刷・発送費、
はがき、新聞広告

5 事 務  費 50,000 △ 50,000

寄 付  金 1、000、000 1,000,000 0 能代高校教育振興会ヘ

7 事 業  費 30,000 221032 △ 7,968 インターネット利川料

運営資金繰戻 1,000、000 110001000 0 基金4へ 繰戻

会費振込手数料 110,500 88,910 △ 21,590

予 備  費 4291500 0 △429,500

合 計 5,130,000 4、6411745 △ 488、255

(2)支  出

1 会 議  費 300,000 300,000 各支部総会出席費用等

慶 弔  費 10,000 10,000 電報等

卒業関係費 100,000 100,000 入会記念品

通信印届l費 1,500,000 2,100,000 △ 600,000
会報印刷・発送貸、
はがき、新聞広告

事 務  費 50,000 50,000 0 事務用古占

寄 付  金 1,000,000 1,000,000 青ヒ代高校教育振興会ヘ

7
動

業舗噸
同

参
700,000 0 700,000 7,000円 ×100名

事 業  費 30,000 30,000 0 インターネット利用ll

運営資金繰戻 1〕000,000 1,000,000 0
基金4(秋田銀イf曽
通)への繰り戻し

会貸板込手数料 110,500 110、500 0 130卜LJ×850

1 1 予 備  費 47、500 429、500 △ 382,000

合  計 4,848,000 5,130,000 △ 282,000

《差目1残高》[収入]5,147,468-[支 出]4,641,745=505,723(次 年度への繰越剣

秋出銀行積立 31,673,676 31ぅ670,994 利息2,682円

秋田銀行定期 892,345 892,269 利息  76円

秋田銀行定期 1,006,973

秋田銀行普通 2,125ぅ388 1,845,375 エアコン代返済280,000円 、利息13円

35,698,467 35,415,611

収入の部

1,875,117

2,538,132

725ぅ597

1補 助 28年 9月 開催 410,159 第18回LARU ARDF世界選手権大会派遣経費補助(ブルガリア)

2.補助 29年 8月 開催 315,438 第11回ARU第 3地域ARDF選手権大会派遣経費補助(モンゴル)

725,597

平成29年 3月 卒業生 進路状況一覧

生 徒  数
ロ
カ 女 計

233

大 学
国公立 40

私 立 42

短 大
国公立 0 2

私  立

専1夕・各種学校

就 職 14 8

そ  の  他 8 18

紀
氏

（４６
期
）
が
、
農
業
構
造

の

現
状
や
米
政
策

の
変
遷
を
含
め

て
話
さ
れ
た
。
菅
原
氏
は
現
在

大
潟
村

で

「大
潟
愛
情
米
ク
ラ

ブ
」
の
社
長
さ
ん
。

祝
賀
会

で
は
森
田
会
長
挨
拶

の
ほ
か
菊
池

一
二
三
校
長
先
生

（４５
期
）
の
挨
拶
、
山
本
達
行
副

会
長

（３９
期
）
の
乾
杯

で
行
わ
れ

た
が
、
前
回
ま
で
参
加
し
て
い

た
旧
制
や
定
時
制

の
方
々
の
参

加
が
な
く
、
や
や
寂
し
い
会
と

な

っ
た
。

恒
例

の
東
雲
羊
案
は
４０
期
１０

名
、
３０
期
７
名
、
５６
期
６
名
が
獲

得
し
た
。

〈
同
期
会
情
報

コ
ー
ナ
ー
〉

平
成
２
年
３
月
卒
業
の
第
６０
期

が
今
年
８
月
に
能
代
市
内
で
２
回

目
の
同
期
会
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。さ
詳
細
は
同
期
会
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
連
絡
を
。
ア
ド
レ
ス
は

Ｄ
Ｏ
戸
Ｏ
〇
〇
市ゴ
⑥
∞
ヨ
仰
主
・の
○
ヨ
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松
陵
健
児
と

能
高
祭
、
衝
撃

の
「
自
在

の

像
」
の
変
身
、
軟
式
野
球
部
の
国

体
全
国
優
勝
。
弁
論
部
弁
士

の

全
国
大
会
で
の
大
活
躍
。
吹
奏

楽
部
定
期
演
奏
会
の
エ
ン
デ
イ

ン
グ
曲
は
「栄
光

へ
の
脱
出
」
。

三
年
生
の
５０
人
を
超
え
る
ク

ラ
ス
で
は
教
室
の
出
入
り
に
地
窓

を
利
用
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

松
陵
健
児
と
の
出
会
い
は
昭

和
５５
年
４
月
で
し
た
。
最
初
は

８
年
、
次
は
平
成
１３
年
か
ら
４

年
、
都
合
１２
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
教
員
人
生
の
三
分

の

一
を

能
代
高
校
で
過
ご
し
た
こ
と
に

豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て

神
馬
　
幸

子

先
生

な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
印
象
深
い
こ
と
は
、

「最
初

で
最
後
９
・」
の
８
ク

ラ

ス
学
年
の
担
任
と
し
て
、
３
年

間
持
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
す
。
当
時
は
、
能
代
高
校

初
の
女
性
担
任
と
い
う
こ
と
で
、

多
少
の
気
負
い
は
あ
り
ま
し
た

が
、
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
、
茶
目

っ

気
た

っ
ぷ
り
、
協
調
性
あ
る
生

徒
た
ち
と
豊
か
な
時
間
を
共
有

で
き
ま
し
た
。

今
で
も
わ
が
３
Ａ
が
校
内
対

抗
「綱
引
き
」
で
見
事
優
勝
し
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
転

勤
先
で
も
「綱
引
き
」
で
は
３
Ａ

の
神
通
力
が
引
き
継
が
れ
た
の

か
、
必
ず
優
勝
し
た
も
の
で
す
。

今
回
、
松
陵
健
児
と
の
生
活

を
振
り
返
る
機
会
を
得
て
、
ひ
と

し
お
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

！

陸
上
競
技
部
顧
問
　
工
藤
　
武
大

男
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
に
お
い

て
、
本
校
小
武
海
泰
士
選
手
が
、

東
北
高
校
総
体
を
３
位
で
勝
ち
抜

き
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
果
た

し
た
。
陸
上
競
技
は
、
７
月
２９
日
か
ら

山
形
県
天
童
市
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
出

場
選
手
中
１５
位
の
持
ち
タ
イ
ム
の

中
、
１６
名
が
進
出
で
き
る
決
勝

へ

の
進
出

が
最
大

の
目
標

で
あ

っ

た
。
予
選
で
は
落
ち
着

い
て
レ
ー

ス
の
流
れ
に
乗
り
、
最
後
は
上
位

タ
イ
ム
で
拾
わ
れ
、
念
願
の
決
勝

進
出
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

翌
日
の
決
勝
で
は
、
開
き
直

っ

て
冷
静
に
競
技
に
の
ぞ
む
こ
と
が

で
き
た
。
レ
ー
ス
前
半
落
ち
着

い

て
集
団
の
後
方
で
力
を
溜
め
る
。

中
盤
ペ
ー
ス
が
上
が
り
集
団
か
ら

選
手
が
次
々
と
脱
落
し
て
い
く
。

そ
の
中
、
こ
こ
ま
で
余
裕
を
持

っ

て
い
た
小
武
海
は
後
方
か
ら
徐
々

に
順
位
を
上
げ
る
。
失
格
と
な
る

選
手
も
出
て
く
る
中
、
最
終
的
に

は
７
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
選
手
自
身
も
予
想
し
て
い

な
か

っ
た
全
国
大
会
入
賞
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

能
代
高
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
先
生
方
に
当
時
の

思
い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
く

「恩
師
探
訪
」
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
昭
和
５５
年
度
か
ら
昭
和
６２
年
度
、
平

成
帽
年
度
か
ら
平
成
１６
年
度
と
２
虚
に
わ
た

っ
て
１２

年
間
勤
務
し
た
神
馬
幸
子
先
生
に
筆
を
振
る
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
■

… … …  ― 一 一 ―  … … … …

F ―

― ― ~  ~   十 ― ― ― 一  ― 十 一 一一

■

… … … …   … … … … ‐
Ⅲ
… … … … ― ― ― ― ―一 十  一   … … … …

Ⅲ  …
… ― ―

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
表
彰
台
に
立

つ
と
い
う
の
は
夢
の
よ
う
な
瞬
間

で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

方
面
か
ら
の
支
援
を
頂
き
感
謝
し

た
い
。

（ゼ
ッ
ケ
ン
５
が
小
武
海

選
手
）

！鮫
繁
戦
４
群
祥
岸
ケ
子
■
十

団
体
出
場
報
告

体
操
部
顧
問大
塚
　
孝
幸

（５７
期
）

本
校
体
操
部
は
、
山
形
県
酒
田

市
で
開
催
さ
れ
た
南
東
北
イ
ン
タ

ー

ハ
イ
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

団
体
戦
は
７
年
連
続
３８
回
目
の
出

場
と
な
り
ま
す
。
東
北
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
選
手
達
は

い
つ
も
以
上
に
気
含
の
入

っ
た
演

技
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標
の

予
選
突
破
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
全
員
が
思
い
切
り
の
よ
い

堂
々
と
し
た
演
技
を
し
、
チ
ー
ム

全
体
が
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
試
含

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１０
月
６
日
～
９
日
ま
で

愛
媛
県
松
山
市
で
行
わ
れ
た
国
民

体
育
大
会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し

て
本
校
か
ら
５
名
が
出
場
し
ま
し

た
。
前
半
３
種
目
は
ミ
ス
無
く
全

員
が
完
璧
な
演
技
で
し
た
が
、
後

半
３
種
目
で
ミ
ス
が
重
な
り
決
勝

に
進
む

こ
と
が

で
ま
せ
ん

で
し

た
。
た
だ
、
３
年
生
は
最
後
の
試

含
で
多
少
の
失
敗
は
あ

っ
た
も
の

の
、
自
分
自
身
納
得
の
い
く
演
技

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
、
伝
統
あ
る
体
操
部
が

全
国
の
舞
台
で
活
躍
出
来
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
員
皆
様

の
あ
た
た
か
い
ふ」声
援
を
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！富

融

雪

】
螢

局

母

！

放
送
部
門
出
場
報
告

放
送
部
顧
間
　
伊
勢
奈
結
子

秋
田
県
高
等
学
校
放
送
コ
ン
ク

ー
ル
で
優
秀
賞
に
入
賞
し
た
３
年

生
の
大
渕
里
緒
が
、
８
月
に
行
わ

れ
た

「
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７

（放
送
部
門
）
」
に
出
場
し
ま
し

た
。
東
北
大
会

へ
の
出
場
経
験
も

あ
り
、
普
段
は
あ
ま
り
緊
張
し
な



能代高校同窓会報 ・松陵 平成29年 12月 1日  第 29号

い
生
徒
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は

り
全
国
高
総
文
の
舞
台
で
は
堅
く

な

っ
て

い
る
よ
う

に
見
え
ま

し

た
。
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、

「地
元
の
話
題
を
全
国
の
高

校
生
に
伝
え
る
」
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
で
、
白
神
ア
ワ
ビ
の
養
殖
に
つ

い
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
持
ち
味
で
あ
る
明
る
い
ア
ナ

ウ
ン
ス
と
い
う
長
所
に
つ
い
て
も

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
他
の
大
会
で
は
経
験
す
る

こ
と
の
で
き
な

い
、
多
く
の
出
場

者
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

も
で
き
、
今
後
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

目
指
し
、
さ
ら
に
見
識
を
深
め
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
よ
う
で

す
。
改
め
て
多
く
の
方
々
に
応
援

し
て
頂
け
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

！デ
ィ
！べ
．ト
ト
学
手
園
！
！！
！
！

弁
論
部
顧
問
　
鈴
木
　
瑞
穂

東
北
大
会
で
第
３
位
と
な
り
、

東
北
代
表
と
し
て
８
月
５
日
～
７

日
に
立
教
大
学

（東
京
）
で
行
わ

れ
た
第
２２
回
全
国
中
学

・
高
校
デ

イ
ベ
ー
ト
選
手
権

（デ
イ
ベ
ー
ト

甲
子
園
）
に
出
場
し
ま
し
た
。
論

題
は
、
『日
本
は
企
業
に
対
す
る

正
社
員
の
解
一屋
規
制
を
緩
和
す
べ

き

で
あ

る
。
是

か
非

か
』

で
し

た
。
労
働
形
態
が
多
様
化
す
る
中

で
働
き
方

が
注
目
さ
れ

て

い
ま

す
。
近

い
将
来
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

で
働
く
こ
と
に
な
る
高
校
生
に
と

っ
て
は
、
難
し
い
な
が
ら
も
避
け

て
は
通
れ
な

い
テ
ー

マ
と
な
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
予
選
リ
ー
グ
敗
退

と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
全

国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
な
が

ら
も
、
来
年
に
つ
な
が
る
手
応
え

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
試
含
で

も
あ
り
ま
し
た
。
来
年
再
び
全
国

大
会
の
舞
台
に
立
て
る
よ
う
、
さ

ら
に
議
論
に
磨
き
を
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

稚
幹
龍
基
蘊
雫
！

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
選
手
権
大
会
宅
ン
ゴ
也

無
線
部
顧
問
　
鈴
木
　
道
生

全
国
高
校
大
会
に
は
３
年
生
の

佐
藤

・
石
川

・
清
水

・
信
太
と
２

年
生
の
安
保
が
出
場
し
ま
し
た
。

１
４
４
Ｍ
Ｈｚ
部
門
で
は
女
子
個
人

で
佐
藤
が
連
覇
を
果
た
し
、
２
位

に
石
川
、
３
位
に
信
太
が
続
き
ま

し
た
。
男
子
個
人
で
は
、
安
保
が

能
代
高
校
勢
で
は
初
の
優
勝
と
な

り
、
学
校
対
抗

（佐
藤

・
石
川

・

安
保
）
で
も
全
国
大
会
初
優
勝
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス

プ
リ
ン
ト
部
門
で
も
、
学
校
対
抗

で
２
位
、
女
子
個
人
で
信
太
が
３

位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

８
月
２０
～
２５
日

の
第

３
地
域

（ア
ジ
ア

・
オ
セ
ア
ニ
ア
）
大
会

に
は
日
本
代
表
と
し
て
信
太
が
出

場

し
、

Ｗ
ｌ９
ク

ラ

ス
の
１
４
４

Ｍ
Ｈｚ
・
３
、
５
Ｍ
Ｈｚ
両
部
門
で
個

人
第
５
位
と
な
り
、
国
別
対
抗
第

２
位
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

全
日
本
大
会
に
も
７
名
の
選
手

が
出
場
予
定
で
、
上
位
入
賞
を
目

標
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

応
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

熙ンン

群 韻
幾 豊
黛むン

醤傘

畳魯
轟
鶏
還

黛

ン

空手道部 第 39回 東北高等学校空手道選手権大会

男子団体相手 2回 戦敗退

メンバー 浅 口恵吾 石 井弧太 伊 藤誠也 後 藤啓吉 佐 藤 夏  嶋 田拓馬 袴 田
一生 日 沼謙公

女子団体組手 l H l戦敗退

メンバー 武 田めぐみ 谷 内彩華 長 岐英忘 福 士 藍  石 田更紗 上 崎 唯  !1:藤 環

水赤部 第 25回 東北高等学校新人水泳競技大会 男 子 200M個 人メ ドレー 佐 藤智基 24位

軟式野球部         ‐ ‐‐■|■|■|■

春季全県大会 準 決勝 4-2 能 代工業   決  勝  2-O 秋 11111業(優勝)

春季東北大会  〕 「J戦  7-O 東   北    準 決勝  9-6 五 所川原第
一

決 勝  4-5 羽   共 (準優勝)

全国高等学校欧式野球選手権大会秋田県大会   2卜 1戦 3-5 秋 田尚業

秋季全県大会  11引 戦  1-2 秋 田商業

〈体育局)
全国大会

体操部 第 33回 全国高等学校体操競技選抜大会 嶋 田大輝 |l i場

剣道部 第 26回 全国高等学校剣道選抜大会 女 子FHl体 出 場

メンバー 津 谷十穂 成 田千仕 川 井絵里余 菊 地咲希 佐 藤礼那 藤 原涼花

全国高等学校総合体育大会 (イ ンタ
ーハイ )

体操部 男 子団体総合 23位
メンバー 嶋 田大輝 伊 藤裕大 渡 辺

一輝 工 藤 海  (補 欠)成 田 研  相 馬真広

個人出場 嶋 田大輝 伊 藤裕大 渡 辺
一
輝 工 藤 海  吹 谷泰河 相 馬広夢

※団体 個 人 とも予選落ち

女子体操部 女 子個人 佐 藤杏奈 予 選落ち                    ～

繁 穣誓裂会

野 的 ∞ m赫
↑デー哲‐■ !… … … … … … 品 …

体操部 少 年男子 秋 田県 21位

秋 田 西   3回 戦  1-7 憤   手

硬式野球部          ‐

香季全県大会 2回 戦  8-4

全国高等学1交野球選手権秋田大会

2回 戦  9-3

秋季全県大会  2回 戦 3-1

準決勝  2-3

代 表 決 定 戦  1 - 4  由 利工業

〈文化局〉
国際大会          ■

無線部 第 11回 lAR U第 3地 域 (アジア オセアニア地域)AR D F選 手権大会

日本代表 信 太藍瑠

クランック部門 3 5 M H z帯 競技 回 別対抗  2位    個 人 5位

クラシック部門 14 4 M H z常 競技 回 別対抗  2位    個 人 5位

全国大会          ■ ■|■|11 1■

無線部 第 14回 全国高等学校 ARD F競 技大会

スプリント部門 学 校対抗  2位  石 川雲由 佐 藤美那子 安 保 広

女子個人 3位  信 太藍瑠 4位  佐 藤美那子  5位  石 川真由

男子llj人 5位  安 保 広

クラシック部門 学 校対抗  1位  石 川真由 佐 藤美那子 安 保 広

女子個人  1位  佐 藤美那子 2位  石 川真由 5位  石 川真由

男子個人  1位  安 保 広

201 7全 日本 ARD F競 技大会

3 5 M H z帯 競技部門 学 校対抗 5位  安 保 広  柴 田大輝

女子個人  1位  福 岡充実 3位  成 田陽茉

3 5 M H z帯 競技部Pl 学 校対抗 5位  安 保 広  柴 田大輝 成 田 凌

女子個人  1位  福 岡苑実  2位  佐 藤絵里奈

男子個人  3位  安 保 広

弁論部 第 22回 デイベー ト甲子国 出 場

メンバー 寺 田彩希 山 下業々子 佐 藤ひな 加 藤玲奈

放送部 第 41回 全国高等学校総合文化祭放送部門 大 法」里緒

弁論部 第 22回デイベート甲子園東北地区予選 3位
メンバー 寺 田彩希 山 下菜々子 佐 藤万鈴 佐 藤ひな 加 藤玲余

農

桜

足金

明

戦

戦

西

利

館

能

由

角

メンバー 嶋 田大輝 伊 l14裕大 渡 辺一輝  じ 藤 海  吹 谷泰河

東北大会         ■ ■■■

体操部 第 46回 東北高等学校体操競技選手権大会

男子団体総合  2位

メンバー 嶋 田大輝 伊 藤裕大 渡 辺一輝  11藤  池  (補 欠)成 田 研  相 馬真広

個人出場 嶋 田大輝 伊 藤裕大 渡 辺一輝 工 藤 海  吹 谷泰河 相 馬広夢

個人総合  4位  嶋 田大輝

便 日 月J あ ん馬 1位  嶋 田大輝 lJl 馬 4位  渡 辺
一輝 5位  伊 藤裕大

鉄 棒 1位  嶋 田大輝                     ‐

第 44回 東北総合体育大会 体 操競技大会

少年男子 秋 田県 3位

メンバー 嶋 田大輝 伊 藤裕大 渡 辺
一
輝 工 藤 海  吹 谷泰河

女子体操部 第 46回 東北高等学校体操競技選手権大会

第 44回 東北総合体育大会 体 操競技大会 女 子個人 佐 藤杏奈 出 場

男子′ヽ レーボール部 東 北高等学校ノヽ レーボール選手権大会

1回 戦敗退 (31年ぶ り
LH場)

柔道部 第 68回 東北高等学校柔道大会

男子個人 60燈 級  1回 戦敗退 内 藤信行   100絶 級 3位  高 橋怜夢

陸上競技部 第 72回 東北高等学校陸上競技大会

男子 5000m競 歩 小 武海泰±  3位    女 子 5000m競 歩 伊 藤咲良 15位

男子三段跳 石 塚一輝 31位

第 22回 東北高等学校新入陸上競技選手権大会

男子 3000m障 害 渡 辺大地 9位    女 子三段跳 小 工沙紀 21位

剣道部 第 49回 東北高等学校女子剣道選手権大会

女子団体 予 選敗退

メンバー 津 谷幸穂 成 田千佳 川 井絵里奈 菊 地咲希 藤 原麗奈 藤 原涼花 菊 地希星

女子個人  21J戦 敗退 成 口千佳

惑
練
墨



平成29年12月1日 第 29号    能 代高校同窓会報 。松陵

！！！！！

四
十

名

を

超

え

る
参

加

で

盛

り
上

が

る

ニ
ツ
丼
支
部
事
務
局

小
林
　
勝
幸

（４７
期
）

ニ
ツ
丼
支
部
の
２８
年
度
総
会

は
、
平
成
２９
年
２
月
１１
日
、
き

み
ま
ち
阪
壱
ノ
座
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
前
年
度
は
諸
般
の

事
情
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ず

（事
情
と
言

っ
て
も
事

務
局
の
怠
慢
と
言

っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
…
）、
二
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
再
結
成
以
来
支
部
長
を
務

め
て
き
た
豊
沢
幸
夫
さ
ん
か
ら

バ
ト
ン
タ
ツ
チ
を
受
け
た
丸
岡

一
直
支
部
長
と
し
て
は
、
初
め

て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
森
田
新

一
郎
同
窓

会
長
、
菊
池

〓

〓
二
校
長
先
生

の
来
賓
を
含
め
、
４２
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の

参
加
者
数
は
２０
名
程
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
近
年
に
な
い
盛
り

上
が
り
の
あ
る
総
会
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
若
い
会
員
の
参
加

も
多
く
、
平
成
卒
の
方
も
９
名

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
丸
岡
支
部
長
の
力

（人
徳
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
菊
池
校
長
が
ニ
ツ
丼

の
方
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同

級
生
や
近
い
年
齢
の
方
も
多
く

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
支
部
結
成
以
来
、
初
め

て
女
性
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た

（し
か
も
２
名
）。

校
歌
に
始
ま
り
、
主
催
者
、

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
は
、
直
ち

に
工
藤
茂
美
副
会

長
の
音
頭
に
よ
る

乾
杯
で
懇
親
会
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

松
・竹
・梅
・福
・

禄
と
分
け
た
テ
ー

ブ
ル
は
年
齢
順
と

し
た
も
の
の
、
い

わ

ゆ

る
重

鎮

と

も
言
わ
れ
る
ベ
テ

ラ
ン

（年
配
）
の

会
員

の
皆
様
は
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

軽
く
、
若
手
の
会

員
の
テ
ー
ブ
ル
を

回
り
、
大

い
に
盛

り
上
が

っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
び
は
幸

い
多
く
の
方
か
ら

参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
次
回
以
降
も
今
回

以
上
の
参
加
に
よ
り
ニ
ツ
丼
支

部
の
結
束
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
役
員

一
同
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
改
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
総
会
は
許
さ
れ
た
時

間
を
過
ぎ
、
名
残
惜
し
い
中
、

豊
沢
幸
夫
前
支
部
長
の
中
締
め

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
ニ
ツ
丼

の
ネ
オ
ン
街

「宝
来
町
」
へ
消

え
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

2017/10/31現 在秋田県立能代高等学校同窓会本部白支部一覧
同窓会本部のEメールアドレス
noshirohs―dousou@shirakamiiorijp

名   称 郵便番号 所在地 (事務局住所または会長宅) 宛先(代表者名) 電話・fax 会長名・支部長名 期

本

部 能代高校同窓会 016-0184
秋田県能代市字高塙2-1        ｀
秋田県立能代高等学校内
httpi/ケ/、ぃ鴨V shirakaml orjp/'noshirOhs―dousou/

能代高校同窓会事務局
0185-54-2230
fax0 185-54-2231

森 田 新 一郎

支

部

東 京 同 窓 会 270-2212 千葉県松戸市
能高東京同窓会事務局
アドレス yOhmiura@msn.com

三 浦    洋

秋 田  支  部 010-0951 秋田市山王 6丁 目18-1l  i 平 川 信夫
018-863-3200
f欲018-865-2632

平 川  信  夫

県 庁 能 高 会 010-8572
秋田市山王3丁目1-1
秋田県庁観光文化スポーツ部 観 光振興課

県庁能高会事務局
佐藤 徹 (51期)

018-860-2266
fax0 1 8-860-3868

平 川  祐  作

北 海 道 支 部
札幌市中央区南2条西7丁目5-6
(株)雪研スノーイーターズ内

事務局長
大槻 政 哉(58期)

011-272-3540
fax0 1 1-272-3550

佐 藤    毅

近 畿 支 部 655-0002 兵庫県神戸市垂水区小束山5丁 目6-7 平 川 長
078-794-0998
f a x電話と同じ

平 長

青 森 支 部 030-0966 青森市花園1-27-18 原 田 和夫
017-742-5325
fax0 1 7-744-6150

原 田  和  夫

鷹巣 阿仁支部 018-3322 秋田県北秋田市住吉町8-27 田中 三 夫(27期)
0186-62-2731
fax0186-62-2757

ニ ツ 丼 支 部 018-3104 能代市ニツ丼町字沢口82-40
事務局
小林 勝 幸(47期)

0185-73-3935
fax電話と同じ

丸 同 一 直

藤 里 町 松 陵 会 018-3203 秋田県山本郡藤里町大沢字館の下21-8 石田 洋 三 0185-79-1801 石 田 洋 三

松 陵 津 軽 会 038-2206 青森県西津軽郡深浦町大字松神字下浜松1-1 田口  彰
0173-77-2322
fax0 1 73-77-2676

田 口    彰


